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研究成果の概要（和文） ： 

本研究は近現代日本におけるスポーツ・ナショナリズムの解明を目的とし３年間スポーツ・ 

ナショナリズムを「支配・管理」「統制」「同和」「排除」「抵抗」という側面から検討した。本 

研究を通して、戦前スポーツイベントが天皇制と国家的な秩序への同意を強化し、国家との一 

体感を推し進める装置として巧妙に機能した点、戦後天皇・皇族が様々なスポーツ大会と関わ 

りながら、「象徴天皇制」「大衆天皇制」の基盤強化を図るとともに、国民との距離を縮め新し 

い皇室像をアピールしていったことが明らかになった。 

研究成果の概要（英文）： 
I have conducted a study on sports nationalism in modern Japanese society for 

three years, trying to figure out sports nationalism from the perspective of governance, 
discipline, antidiscrimination, elimination, and rebellion. This study shows that sports 
related events prior to the Second World War contributed to making people believe in the 
imperial system strongly, and that these events played an important role as a device to 
make people feel a sense of belonging to the nation. In addition it became clear that 
these events contributed to enhancing the base of both a symbolic and a popularist imperial 
regime, as well as aiming towards a new image of the imperial household which narrowed 
the gap between the emperor and the nation. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) どんな国でも、それぞれの仕方で「国民 

統合」 機能を果たすものを持つ。 人々の間で、 

あるレベルの合意を形成し、そうした合意を 

つなげて、比較的に小さい集団から大きい集 
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団へと、まとまりを作り上げていく「国民統 

合」を果たすものは多様に存在し、それぞれ 

がうまく機能を分担し合って、一つのシステ 

ムを作り上げている。日本の憲法が「国民統 

合の象徴」としている天皇が頂点として、元 

号、日の丸・君が代などがその機能を果たす 

制度である。 

しかし、この他に様々なレベルで国民統合 

作用を営んでいるものが、有象無象あるに違 

いない。日本人の意識を一点に集中させるこ 

とのできる制度・行事・イベントを挙げると、 

その全てを網羅することはできないが、その 

中でも、スポーツイベントほど大衆の関心を 

呼び、注目を集める社会現象はないと思われ 

る。スポーツイベントはよりリアルな目、よ 

り合理的な判断力を一時停止させ、壮大なド 

ラマの中に国民のすべてを吸収してしまう 

不思議な力を持っている。だから、スポーツ 

活動の裏には陰に陽に常に政治の影がつき 

まとっているし、これまでいろいろな形で 

「政治」に利用されてきた。スポーツはナシ 

ョナリズム高揚の手段として使われ、ある個 

人やチーム、地方、企業、学校、国家など、 

同じ集団に所属している構成員にプライド 

を持たせ、集団の共同体意識の向上や統合に 

大きく貢献してきた。今日、多くのスポーツ 

イベントの人気が人々のナショナリズム感 

情と深い結びつきを持っていることはあま 

りに明白である。少なくともナショナリズム 

を人々の気分のなかにすでに存在している 

感情と考えるなら、多くのスポーツの人気が 

そうしたナショナリズムに支えられ、また、 

そうしたスポーツへの関与を通じて膨大な 

スポーツ観客たちのナショナリズムにエネ 

ルギーが注入されていることはあまりにも 

明白な事柄であるように見える。 

(2) しかしながら、日本におけるナショナリ 

ズム研究の側、スポーツ研究の側からこの問 

題を眺めてみても、スポーツとナショナリズ 

ムについて正面から総合的に考察した研究 

はない。とりわけスポーツイベントの社会機 

能に関しては、そのグローバルな影響力にも 

かかわらず、研究蓄積は浅く、いわゆる 

cultural studies におけるスポーツ儀礼の 

研究と歴史研究との理論的懸隔も大きい。単 

に伝統的共同感情の喚起という機能にとど 

まらぬ複雑な統合メカニズムを備えたスポ 

ーツイベントの包括的研究は、その意味で、 

緒についたばかりだと言える。現代日本にお 

いても、運動会や高校野球等の特徴的スポー 

ツイベントが果たしている社会統合メカニ 

ズムについて体系立てられた検討が必要で 

あるが、いまだ包括的研究がなされていると 

は言い難い。 

海外におけるナショナリズムをめぐる多 

くの研究でも、スポーツとナショナリズムの 

関係についてはほとんど触れていない。ベネ 

ディクト・アンダーソンの『想像の共同体』 

で強調されたのは、出版資本主義を通じたナ 

ショナルな言語的統一であり、身体文化とナ 

ショナリズムの関係は後景に退かされてい 

た。アーネスト・ゲルナーやアンソニー・ス 

ミスのナショナリズム論でもスポーツとネ 

ーションの関係について正面から論じられ 

たことは少ない。スポーツ研究の側からこの 

問題を眺めてみても同じである。エリアスの 

スポーツ論でも、ジョン・ハーグリーヴズで 

も、ナショナリズムに関しては、メディア・ 

イベント化されたスポーツの中での擬似的 

なアイデンティティが論じられる際に部分 

的に言及されているにすぎない。 

(3) 私はこれまで戦後日本の特異なスポー 

ツイベントである国民体育大会に関する研 

究を続けてきた。国民体育大会については、 

単純なスポーツイベントとして日本スポー 

ツの普及・振興に大きく貢献してきたと評価



が多い。しかし、戦後日本社会における象徴 

天皇制の公認と浸透を増幅させる装置とし 

ての国民統合機能、県民を巻き込む地域社会 

統合の機能、様々な競技施設・道路建設など 

の開発主義的な役割、自衛隊と「日の丸・君 

が代」の宣伝強化、県民運動展開等、 

戦後日本社会を語るうえで重大な政治的意 

味を持っていることも、また無視できない事 

実である。このような成果に基づいて、近・ 

現代日本社会にまで「足のばし」して、近・ 

現代日本におけるスポーツ・ナショナリズム 

の全体像を明らかにしようと本研究に取り 

組んだのである。 

２．研究の目的 

(1)本研究の目的は、従来社会学、スポーツ 

社会学研究で充分検討が行われていなかっ 

たスポーツ・ナショナリズムに迫り、近代か 

ら現代にいたる長い歴史的なスパンの中で 

日本人の歴史と因縁の深い日本のスポーツ 

イベントに焦点を当て、スポーツとナショナ 

リズムとの進行過程を政治学、歴史社会学、 

メディア論を含んだ複合的な視点を持ち込 

んで、近・現代日本のスポーツ・ナショナリ 

ズムを実証的・総合的に解明することにある。 

(2)本研究は近現代日本におけるスポーツ・ 

ナショナリズムの解明を目的とし、①その歴 

史的性格を踏まえ、②戦後諸時期における国 

民動員の特質をあきらかにするために、③近 

現代日本社会のスポーツイベント、明治神宮 

体育大会、東京六大学野球リーグ、極東選手 

権大会、国民体育大会、東西対抗サッカー大 

会や新憲法施行記念都民体育大会、東京・札 

幌・長野オリンピック、各地域の運動会、高 

校野球などのスポーツイベントを分析して、 

④韓国におけるスポーツ・ナショナリズムの 

あり方と比較した日本のスポーツ動員の特 

質を検討した。 

３年間の研究を通じて、①スポーツ史のみ 

ならず歴史社会学的アプローチをふくめた 

アプローチ法を確立した上で、②戦前、戦後 

スポーツイベントに関する基礎的資史料の 

収集と分析を行い、③オリンピックにおける 

国民動員の検討を行うとともに、運動会、高 

校野球に関するケース・スタディを分析した。 

(3)特に、本研究は社会的影響力をますます 

強めているスポーツと「天皇制」との関わり 

に焦点を当てて日本社会の特質、近・現代日 

本社会の国民意識の変動を明らかにした。 

さらに、韓国におけるスポーツ動員の特質 

について、「抵抗ナショナリズム」としての 

特質を検証した。 

３．研究の方法 

(1)本研究は、近現代日本と植民地朝鮮にお 

けるスポーツとナショナリズム（天皇制）と 

の関わりを国民統合・地域統合に適した象徴 

儀礼、 地域政治の力学、 スポーツ史上の位置、 

大衆動員のメカニズム、天皇制強化の一翼と 

してのスポーツ位置等々にわたる分析を通 

じて、近現代日本の社会的特質を浮き彫りに 

するところにある。 

この研究は近現代日本におけるスポーツ 

とナショナリズム（天皇制）との関係を解明 

するため、①天皇制とスポーツとの関わりに 

関する分析を通して、近現代日本社会におけ 

る社会的特質と国民意識を明らかにし、②近 

現代日本社会のスポーツイベントの分析や 

相撲・柔道・野球・サッカー・テニス・剣道 

等各種目と天皇制との関わりについて分析、 

③近現代日本社会における天皇制とスポー 

ツの歴史的意味、天皇制においてスポーツは 

どのような機能と役割を果たしたのか、皇族 

のスポーツ関与はどのような効果を収めた 

のか、④内地国民（日本国民） ・外地国民（植 

民地国民）はそれをいかに（どのように）受 

容（受け入れた）したのか、民衆側の受容の



諸力学を析出する。つまり、国家と民衆との 

緊張関係(同意、 逸脱、 抵抗など)を検討する。 

また、⑤旧「大日本帝国」（植民地朝鮮、台 

湾等）のスポーツイベントの分析と近代日本 

スポーツイベントを対比する。これらを通じ、 

天皇制におけるスポーツ、スポーツにおける 

天皇制において、何が見落とされてきたのか 

を分析した。 

(2)本研究は、スポーツイベントのような大 

衆的象徴儀礼が果たす社会統合・国民統合の 

極めて特徴的な機能を、天皇制との関わりを 

通して歴史的に究明する学際的アプローチ 

である。あくまで実証的な検討に拠りながら、 

個々の事例研究に尽きない、スポーツとナシ 

ョナリズム研究、天皇制研究、国民統合研究 

を歴史的パースペクティブを備えて遂行さ 

れた。特に近現代日本社会における天皇制と 

スポーツとの関わりのみならず、帝国日本が 

長年支配した朝鮮等を研究対象とし、それぞ 

れの地域の国家機関、資料館、図書館、公文 

書館で関連資料（朝鮮総督府や台湾総督府の 

機関紙、地元新聞、議会記録等）を収集する 

ほか、各国の天皇制やスポーツ史関連研究者 

にインタビューを行った。近代を貫いて現在 

にいたるまで続く天皇制とスポーツの包括 

的分析はそうしたアプローチなくしては解 

明されないと考えられる。 

(3)本研究では、これまで多くの研究からみ 

られた権力装置としてのスポーツが「支配の 

道具」としてどのように機能したのかを究明 

（国家側分析）するとともに、スポーツがど 

のように民衆に受け入れられたのか、つまり 

民衆の要求を媒介として自己表現、あるいは 

主体を形成する場でもあることに留意しな 

がら、 研究を進めている （国民側からの分析） 。 

４．研究成果 

(1) 近現代日本社会で社会的に影響力の強 

い天皇制とスポーツとの分析を通じたナシ 

ョナリズムの検討は、単にナショナリズムの 

理論研究にとどまらぬ社会分析として、日本 

社会の社会的特質を明らかにするうえで大 

きな意義を持つ。また、現代的な社会統合の 

一環を担うナショナリズムの機能に関する 

天皇制とスポーツを通じたナショナルな統 

合機能に関する研究成果が少ないことに鑑 

み、研究としての先進性、独創性も大きい。 

本研究を通して、戦前スポーツイベントが 

天皇制と国家的な秩序への同意を強化し、国 

家との一体感を推し進める装置として巧妙 

に機能していったことが明らかになったが、 

それはスポーツ大会における天皇・皇族によ 

る優勝カップ下賜、各競技団体への下賜金授 

与や大日章旗下賜、 1924 年明治神宮競技大会 

の設立と支援、台覧競技参加等、皇太子裕仁 

（昭和天皇）をはじめとする皇族・皇室によ 

るスポーツ支援・活動によって果されていた 

ことが本研究を通して明らかになった。 

(2) 戦後にも GHQ 占領下における「東西対抗 

サッカー大会」や「新憲法施行記念都民体育 

大会」の支援、戦時下返納していた天皇杯の 

再下賜や積極的普及、大相撲・野球の天覧試 

合観戦等、「象徴天皇制」を強化するために 

スポーツが利用された点を見逃すわけには 

いかない。また、昭和天皇のみならず、多く 

の皇族がスポーツ協会・連盟の総裁として活 

動していた。(秩父宮-陸上連盟、ラグビー協 

会、賀陽宮-軟式野球協会)。さらに、国民体 

育大会が昭和天皇・皇族と深く関わりを持ち 

ながら、純粋なスポーツ大会としての性格か 

ら逸脱し、戦後日本社会における「象徴天皇 

制の公認と浸透」を増幅させる装置として、 

戦後政治のうえに重大な意味をもたらして 

きたことも、また無視できない事実であり、



東京オリンピック・札幌オリンピック・長野 

オリンピック等にも深く関わっている。この 

ように天皇・皇族は様々なスポーツ大会と関 

わりながら、「象徴天皇制」「大衆天皇制」の 

基盤強化を図るとともに、国民の距離を縮め 

新しい皇室像をアピールしていったことが 

本研究を通して明らかになった。また、ナシ 

ョナル・イベントとしてのオリンピック、ロ 

ーカル・イベントとしての運動会及び特異な 

スポーツイベントである高校野球の検討か 

ら、これまで未解明であったスポーツ動員の 

性格と機能を解明することができた。 

(3)旧「大日本帝国」の外地であった朝鮮、 

台湾、インドネシア、シンガポール等では、 

様々なスポーツイベントが開催されたが(特 

に朝鮮、台湾)、皇族たちがそれらのイベン 

トを訪問・支援していることについては、ほ 

とんど知られていない。研究期間中、韓国を 

数回訪問し、植民地時代のスポーツと皇族と 

のかかわりについて、朝鮮総督府の機関紙、 

地元新聞等関連資料を韓国の中央省庁をは 

じめ、国会図書館、公文書館で収集できたこ 

とは大きな成果である。 

特に、帝国日本が植民地支配に「順応」す 

る近代的身体を形成するため、植民地朝鮮で 

行った 

①学校を中心として行われた体力章検定や 

体操科、学校教練、運動会、集団体操、②一 

般国民を対象として行われた厚生・健民運動 

や皇国臣民体操、朝鮮神宮体育大会、徴兵制 

などの身体政策を分析して、③近代日本にお 

ける身体管理や国民づくりのあり方と比較 

し、植民地朝鮮における身体規律と動員の特 

質を明らかにした。この分析を通して、植民 

地朝鮮における医療・衛生問題、身体規律と 

健康の問題、身体の歴史性や近代的身体につ 

いて明らかにした。この問題を検討すること 

によって、強化された身体の規律化が植民地 

民衆の身体・精神にどのような刻印を残した 

か、これらの問題を明らかにした上で、身体 

が持つ歴史性と社会性、身体の国民化、身体 

と植民地支配との関係を究明しようと試み 

た。 

「近代化」「文明化」そして「同化」などの 

イデオロギーの下で朝鮮人の生活や文化と 

いった領域で形成された身体管理や権力関 

係を解明すること、日本が植民地朝鮮に持ち 

込んだ「近代」は日本にとって同時代性を帯 

びるものであることを明確にしつつ、日本の 

歴史的なあり方を問い直すこと、そして日本 

の植民地主義に独特の色合いを帯びさせた 

天皇制イデオロギーの問題を再考すること 

が本研究の大きな目標・課題であった。 
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